
 

 

 ⑤小麦粉⑤小麦粉 

【 準備したもの】  

・ レジャーシート・双眼鏡・ビニール袋・た

らい・雪  

 

【 ①雪に触れる】  
・ 雪を子どもの 手に乗せると「つめたい！」と驚いた表
情を見せながらも 手のひらの中で 握ったり、指先でつつ
いてみたり と何度も感触を確かめていた 。子どもたちの
手のひらの中で 溶けていく 雪をじっと 観察し、雪 が溶け
ると「溶けたんだね」と友だちや保育士に気付きを共有
する姿が見られた。  

【 ②春を見つけに行く 】  
・ 戸外に出かけ、暖かい風を感じたり、草花の変化に気づ
いていけるよう声をかけていった。 保育士の声掛けで草花
の変化に気付いた子どもたちは、 花を見つけると「 なんて
いうお花 ？」「たんぽぽだよね」等と、 保育士や友だち同士
で会話をしながら小さな発見を 楽しんでいた。 さらに興味
が広がった子どもたちは 、葉っぱをどか して虫がいないか
探して 、楽しんでいた。  

【④ 枝を拾い、紙粘土を使って春を製作する 】  
・ 自分で見つけた枝を園に持ち帰り、紙粘土を使って製
作をし た。紙粘土の柔らかさや枝をさした時の感触を十
分に味わえるよう じっくりと時間を掛けて製作してい
く事で、完成し た作品を見て、「できた」「見て」と嬉し
そうに伝えたり、自分の桜に 何度も触れて確かめている
様子が見られた。  
 

【 ③双眼鏡を持って自然物を観察する 】  

・ 双眼鏡で、草花や木々をより近くで観察していくと 「見

えた！」「ここにも何かある」と周囲の自然にさらに興味

を示し、双眼鏡で見えたものを実際に触れて確認する姿

も見られた。葉のざらざら やつるつる した感触 を友だち

や保育士と一緒に楽しんでいた。  

【 活動内容】  
・ 雪に触れ、冷たさや雪が溶けていく変化など冬ならではの自然の感触

を楽しむ。手や指を使って雪に触れながら、保育士や友だちと一緒に雪

の不思議さや発見を味わう。  

・ 戸外活動を通して、冬から春へと移り変わる自然の様子に気づく。  

・草花や風、日差しなどに触れながら季節の変化を感じる。  

 

 

 

子どもの様子  

【 振り返り】  

・ ベランダに積もった雪を集めて子どもたちと触れ た。保育士が子ども

の手に乗せると「 冷たい！」「エルサの雪だ」と 、興味を示し 手のひらの

中で握ってみたり、そっと大事そうに包み込む姿が見られ、それぞれが

雪の感触を確かめていた。 手のひらに乗せた雪が溶けていく様子をじっ

と見つめ、なくなると「溶けたんだね」と笑顔を浮かべていた。  

・ 暖かい日には戸外に出て、葉っぱや花に触れていった。葉っぱの色の

変化に気づいた子どもたちは「 今日は暖かいよ。」「タンポポ が咲いてる

ね」などと保育士や周りの友だちに 伝える様子が見られた。自然物に自

ら手を伸ばし、季節の変化を感じていた。 また、双眼鏡を持っていき、

遠くの木や空 、花をより近くで 観察しながら自然への関心を広げてい く

事が出来た。  

・戸外活動から拾ってきた、枝や花びらを紙粘土に模様付けをしていき、

それぞれの『春』を作っていった。 子どもたちが作ったものに保育士が

共感し、その思いを受け止める事で 自分が作ったもの に喜びを感じてい

た。  

 
⑥『 自然との関わり 』 冬～春編 

         ≪テーマの設定理由≫ 
・冬の自然物や素材に触れ、季節を楽しむ心と感性を育て
たい為。  
・冬から春への移り変わりに気がつき、季節の興味・関心
を持てるようにする為。  
・太陽の温かさ、風の気持ち良さを五感で存分に感じて欲
しいと思った為。  

☆活動時間→３０分  人数→１５人  


